
      

 
  

事 業 紹 介 

 

人権総合相談員養成講座を開催 
2011年 6月 23日～8月 31日の 11日間、全 38講座の人権

総合相談員養成講座を開催し、人権総合相談員の他、市町

村就職困難者就労支援担当職員、ＮＰＯ等に所属される相

談員 66名が受講されました。 

講師からは各人権課題の現状や課題を含め、相談員とし

て求められるスキルについて、例えば利用者主体、正確な

状況把握・分析と問題解決の過程、エンパワメント、多機

関との連携等について話していただきました。また、演習

をとおして他の受講生の考え方や実践についても学びま

した。 

さまざまな人権課題を学ぶ中で、相談業務だけではなく

身近な生活にも照らし合わせて多様な視点で「人権」を捉

えることができたと感じています。 

受講者は盛りだくさんの内容に圧倒されながらも、とて

も熱心に受講されていました。 

【受講者の感想】 

・問題・課題を解決しなくてはと焦ることなく、現状認識

を丁寧に正確に行うことを痛感した。相談者にとっても

現状整理を改めて行っていくことで自らの解決能力の

刺激につながると感じた。 

・エンパワメントを大事にすることを講義で何回も教えら

れ、技術だけかけ離れると非常に怖い。気を付けていき

たい。 

・自分の価値観だけでなく相手の価値観を尊重して支援す

ることを体感できる様な講座だったと思います。自分が

すべてするのではなく連携することが本当にその相談

者にとっての利益になることを学びました。 

 

 

自殺防止サポーター養成講座を開催 
「2011年度自殺防止サポーター養成講座」を9月2日と9

日の2日間にわたって開催し、全課程修了の41名に当協

会から修了書を発行しました。1日目は『自殺対策白書』

の統計資料等を提示し日本の自殺の実態などと人権と

自殺問題、アルコール依存と自殺の関係を、2日目は自

死遺族の思いやロールプレイの研修で「自殺を考える人

の話を聴く」体験学習をしました。 

今年は大阪府民間団体自殺対策緊急強化基金事業とし

て取り組み、悩んでいる人に気づき、声をかけ、話を聞

いて、必要な支援につなげ、見守る人（ゲートキーパー）

のスキルアップ研修として実施しました。自殺対策大綱

ではゲートキーパーの役割を担う人材等を養成すること

を目標に掲げています。人権相談員はまさしくこのゲー

トキーパーの役割を担う最前線の人であり、今回の講座

を受講し、よりいっそう地域の自殺防止活動や人権相談

に役立ててくださると思います。 

【受講者の感想】 

・本当に重い相談「生」を真正面から自分も考える機会に

なりロールプレイで他の相談員さんとの交流ができ、意

見交換で具体的に勉強になった。即今後の相談に生かし

たい！ 

・少しだけ解決策を見出しました。今後の相談でも「死」

という言葉におじけづいたりパニックになったりしない

で冷静に対応できるような気がします。 

 

自殺防止のための地域相談会を開催 
9月 29日に泉佐野市・泉佐野人権協会鶴原地域人権協議

会、9月 30日に田尻町・田尻町人権協会、10月 3日に四

條畷市・四條畷市人権協会と協力して『自殺防止のため

の相談会』を開催しました。泉佐野市の相談会は多重債

務の専門相談員や当協会の人権相談に協力いただいてい

る弁護士も派遣し、無料弁護士相談会も同時に開催しま

した。 

統計では 50代の男性の自殺者が断然多くなっています。

しんどくなったら一人で抱えないで誰かに相談を！と呼

びかけてもなかなかできることではないようです。 

当協会の弁護士相談（詳細は下記参照）は相談員も同席

し、丁寧に話を聞いてもらえます。 

どこにも相談できないことをこういう機会を利用して

いただきたいです。 
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コミュニティづくり協働事業の助成を決定 
 「コミュニティづくり協働事業助成金」の 2011年度

助成事業が決まりました。この助成金は、人権尊重の

コミュニティづくりに向け、共通の課題を解決するた

めに、被差別・社会的マイノリティ当事者と地域住民

とが協働で取り組む活動を応援します。 

 【助成事業と助成団体】 

①小学生向け人権講座・セクシュアリティ入門ＤＶＤ

製作（新設Ｃチーム企画） 

②外国人も安心して医療・保健サービスが受けられる

地域社会の創造事業（みのお外国人医療サポートネ

ット） 

③ハンセン病問題啓発パンフレット検討報告書作成事

業（ハンセン病療養所の将来構想をすすめる会・関

西実行委員会） 

④子どもへの暴力防止プロジェクト（社会福祉法人大

阪キリスト教女子青年福祉会） 

⑤障害者の芸術文化モデル構築の為の第７回車いすダ

ンス公演事業（ジェネシスオブエンターテイメント） 

⑥在日外国人家庭とつながろう「もろふく共育停留所」

開設事業（在日外国人家庭もろふく共育プロジェク

ト） 

⑦非行の子どもたちの社会参加のために～居場所の必

要性と次への一歩事業～（特定非営利活動法人関西

こども文化協会） 

⑧児童養護施設で育つ子ども若者の交流および対話・

エンパワメント事業（Children's Views ＆ Voices

（ＣＶＶ）） 

 

サテライト型更生保護施設の入所中は生活保護を受給

している訳ではないので、医療に関しては無料低額診療

で対応しているそうでした。 

参加者からは経営面や日々の見守り体制についてなど

活発な質問が寄せられました。 

定例会は隔月の第 3木曜日に開催して行く予定です。 

 

 
 

 

 

ＲＡＡＰ養成講座 3 期 実践の自信を得た６日間 
人権学習の７本のプログラム（RAAP(ラップ)）を実施

できるファシリテーター養成講座第３期を、2011年７月

27日から 8月 10日にかけて 6日間の日程で開催しまし

た。今期の参加者は８人（人権協会等１人、行政関係３

人、個人４人）でした。 

講座は、ＲＡＡＰプログラムの体験と参加者自身によ

る実践、実践を支える理論学習、ファシリテーターその

ものへの理解を深める内容で行われました。また今期か

ら、部落問題の基礎を学ぶ内容が充実しました。 

単に「ネタ」を持ち帰る場ではなく、研修のテーマに

人権問題を取り上げる参加体験型学習のファシリテータ

ーとして、他の受講生と共に今一度自分自身をふり返る

ことのできた講座でした。 

【参加者の感想】 

・経験学習の４段階や成人学習のポイントなど理論の部

分について、今後とても役立つと思いました。 

・講師との距離が至近で、なんでも気楽に質問ができて、

受講生の皆さんも個性豊かで、熱心でとっても中身の

深い充実した講座でした。 

・部落問題について正面から向きあうセミナーができそ

うな気になりました。 

 

 

 

「よりそいネットおおさか」定例会を開催 
8月 18日に「よりそいネットおおさか」第 9回定例

会を大阪市立大学都市研究プラザ・西成プラザにて開

催しました。 

この定例会はサロン的に刑余者問題に関わる様々な

テーマを議論しているものです。 

今回は、都市部の生活困窮者支援調査のために来阪

されていた、特定非営利活動法人「自立支援センター

ふるさとの会」の佐久間さんと田辺さんを招き、同会

の取り組みを中心に都市における困窮者支援や自立準

備ホーム事業について学習を深めました。 

具体的には、長年、東京都台東区・墨田区を中心に

実施してきたホームレス自立支援のための宿泊施設運

営や自立支援のノウハウを活かし、2011年 6月にオー

プンしたサテライト型の更生保護施設の現状を学びま

した。一般の住宅を改造して宿泊施設を開設し、保護

観察所からの依頼で主に軽微な犯罪で不起訴となった

ホームレスの方を中心に受け入れているとのことでし

た。 

開設して日が浅いため、就労自立した方はまだいな

いとのことでしたが、ハローワークへ行く前段階とし

て、周辺の系列施設の配膳係や洗い物を任せる等で自

立意欲を助長する取り組みとしてホームレス支援の事

業とリンクさせた支援を行っているとのことでした。 
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「相談の窓」 
 大阪府人権協会では、当協会や市町村の相談事業で発見した法的課題のある相談について、様々な人権問題に通

じている弁護士への相談を実施しています。 

この相談は、協会職員が相談者と一緒に弁護士事務所へ同行し、本人に寄り添いながら、問題解決に向けて一緒

に考える「伴奏型の相談」です。これまでの利用者からは、弁護士事務所にひとりで行くには敷居が高いと感じて

いたが相談員が同行することで安心して相談できる、と喜んでいただいています。様々な問題で弁護士事務所まで

行けない相談者には出張相談も行っています。まずは当協会までご連絡ください。 

○相談日：原則､毎週金曜日 午後 1時～午後 4時の間(原則 1時間) 

○場 所：担当の弁護士事務所   

○相談料：無料 

○予 約：(財)大阪府人権協会まで TEL.06-6581-8634(相談専用電話) FAX.06-6581-8614 

 

 

 

 




